最近分離された臨床材料由来株のCefotaxime及び他のセフェム系抗生剤に対する薬剤感受性 by 藤田 信一 et al.
最近分離された臨床材料由来株のCefotaxime及び他
のセフェム系抗生剤に対する薬剤感受性
著者 藤田 信一, 吉田 知孝, 尾角 信夫, 松原 藤継


















































































































































































100 1２．５ 5０ ＞100 
0．７８ ０．３９ 1２．５ 2５ 
2５ 1２．５ 2５ ＞100 
100 1２．５ ＞１００ ＞１００ 
0.05 1.56 1.56 0.2 
6．２５ 2５ 0．７８ ＞１００ 
100 ＞100 ＞１００ 5０ 6．２５１２．５２５ ＞１００ ＞１００ ＞100 ＞１００ ＞１００ P.αerJugi"osa（57） 
０．２ 0.05 3．１３ ０．２ 1２．５ 6．２５ 1２．５３．１３１．５６二0.024０．１≦0.024Ｈｉ'ﾘhue"zａｅ（50） 























































0．０５ ≦0.024 ０．２ ≦0.024 
＞100 ＞100 5０ 5０ 5０ 1２．５ ＞100 ６．２５５０２５ 6.25 2５ B・かαg伽（21）
*：ＴｈｃＭＩｑｏａｎｄＭＩＣｏｏａｒｅｔｈｅｌｏｗｅｓｔｃｏncentrationsinhibitinggrowthof５０％ａｎｄ９０％oftestedstrains，respectively 。。庁澤＠ｍ四
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目される。
Ｓ､α"re"ｓに対してはＣＥＺやＣＴＭの抗菌力が強く，いわゆる第３世代のCEPSではＭＩＣ値の高い菌株
が多かった。特に，ＬＭＯＸの抗菌力が弱く，ＬＭＯＸ耐性Ｓ､α”ezJsの８５％以上の菌株はＬＭＯＸ以外の抗生
剤に感性であった。Methicillin（ＤＭPPC）耐性のＳ､azJre"ｓはＣＴＸにも耐性'）と考えられているが，今回分
離したＣＴＸ耐性株も３濃度ディスク法によりMPIPC耐性と判定された。
ＣＴＸディスクにおける感性と耐性の境界を示す阻止円直径はいまだ統一されていない`)。本邦における１濃度
ディスクではＭＩＣ３ｌｕｇ/ｍ1以下が極めて感受性，ＭＩＣ３～１５’9/ｍｌがかなり感受性，ＭＩＣ１５～50肥/ｍｌがや
や感受性，ＭＩＣ５０ノリg/ｍ１以上を耐性とし，それぞれ枡，朴，＋，－と記載している。境界ＭＩＣ値の関連から
今回の集計では－と判定された菌株を耐性菌，＋+ないし冊と判定された菌株を感性菌とした。ＣＴＸにおいて
ＭＩＣ値が１２．５肥/ｍ1以下の菌株をディスク法で耐性と判定したり，耐性菌をディスク法で感性と判定する頻度
は0.2％にすぎなかった。欧米と本邦では感受性判定方法が異なるが，上述のような誤判定は0.62％と報告4)さ
れている。一方，ＣＭＺやＣＰＺではこのような不一致はそれぞれ1.9,1.7％と高く，この不一致の大部分は耐
性菌を感性菌と判定したためである。ＣＭＺとＣＰＺにおいては感性や耐性と判定する阻止円直径に関して更に検
討を要すると思われる。
今回の検討でＣＴＸディスクによるｌ＋ないし舟の判定とＭＩＣ値は他のＣＥＰＳディスクに比べて最も良い
相関を示した。これはＣＴＸに感受性を示す菌株が多く，什とＨ＋の境界ＭＩＣ値であるL56lug/ｍｌや３．１３
肥/ｍｌのＭＩＣを示す菌株が少なかったためと思われる。
ＣＥＰＳの腸内細菌に対するディスク感受性試験は欧米7）ではCephalothin，Cefbxitin，Cefnmandoleが，本
邦8）ではCEZ，ＣＴＭが代表薬剤として使われることが多い。しかし，今回の成績でも明らかにされたように
qrro6acrer，Ｅ)zrero6aaer，比ｒｒａｒｊａは上述の選択薬剤に耐性であること，ＣＴＸとＬＭＯＸとの間には交叉耐性
が成立しないことからこれらの３菌種に対してはＣＰＺ，ＬＭＯＸ，ＣＴＸの感受性試験が必要と思われる。
結語
臨床分離株７０３株の薬剤感受性をCEZ，ＣＭｚＣＴＭ，CPZ，ＬＭＯＸ，ＣＴＸの計６剤について検討した。
CTXはＥ､ＣＯ",Ｋ/e6sie叱馳"αｒｊａ,Ｐ・伽ａＭｉｓ,ＨＭ風e"zae,β-肋eprococaJs,Ｓ・Ｊ１"e皿加o"ｊａｅに対して
最も強い抗菌力を示した。MIC50Jug/ｍ1以上の耐性菌はα"o6acrer2L7％，助rero6aae７７．７％，Ｓｍ･ａｒｉα
4.6％，Ｐ､qelwgi"０Jα40.4％，Ｂ,力αgﾉﾉﾉＳ28.6％の頻度で分離された。
ＣＴＸのディスク法による感受性判定とＭＩＣ値は他のCEPSよりも一致率が高かった。ディスク法でI＋ない
し舟と判定された菌株の98.5％はＣＴＸ濃度１２.slug/ｍｌで発育が阻止された。ＣＴＸのＭＩＣが５０'9/ｍ1
以上の菌株をディスク法で感性と判定した菌株は１株（0.2％）で，感性菌をディスク法で耐性と判定した菌株は
なかった。
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Antmicrobialsusceptibilityof703nonselectedstrainsofl4differentbacterialspeciestocefazolin,cefineta-
zole,cefbtiam,cefbperazonelatamoxefbandcefbtaxime(CTX)wasexamined・CTXwasthemostactiveagainst
Eco/７hＫ泥６８ﾉﾋﾞﾉhz,比r、血,Ｐ､伽α6伽,Hj7q/?ﾉｲelzzzze,β-〃qprococ“sgroupA,β－８"aprococc"sgroupBandS
p"“､。"Jae・Ontheotherhand,CIX-resistant(ＭＩＣ≧50’9/ｍｌ)strainswereisolatedatthefbllowmgfre‐
quencies:arro6acZer,21.7％;助rero6acrer,7.7％；ＳＢｒｍ血,4.6％;Ｐ.“、9Ｊ"Csα,40.4％ａnｄＢ､九mg伽,28.6％、
Ofthe411strainsclassinedasverysensitive（H+)ormoderatelysensitive(+卜)bydiskmethod,４０５strains
(98.5％）wereinhibitedby≦12.5,“g/ｍｌｏｆＣｒＸ・Onlylstrain(0.2％）wasfalselyclassifiedasmoderately
sensitiveandnostrainswerefalselycategorizedasresistant． 
